
サード・ステージにおける成果と課題認識 

けいはんな学研都市新たな都市創造委員会 参考資料１ 



         

学
研
都
市
の
理
念 

①文化学術研究の新たな展
開の拠点づくり 

②世界及び我が国の文化学
術研究の発展並びに国民
経済の発達への寄与 

③未来を拓く知の創造都市の
形成 

１ サード・ステージ・プランの背景と構成    
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取組の方向 

サード・ステー
ジ・プランの視点 

新たな要請と課題 
①新産業の創出 
②創造的な都市活動の展開 
③国際化に対応した都市の形成 
④新たな都市運営の展開 

 

現状の課題 
①都市としての総合力の発揮が
不十分 

②都市の賑わいや機能の不足 
③クラスター整備の遅れ 
④交通基盤整備の遅れ 

 

①学研都市の総合
力の強化 

②交流連携を通じ
た一体性の確立 

③都市運営に重点
をおいた取組 

理念の実現に向
けて特に重視す
べき点 ①学研都市発の新たな

文化・学術研究・産業
の創造 

②アジアをはじめ世界に
拓かれた都市づくり 

 

③未来を拓く知の創造
都市の形成 

 

④学研都市の活動を支
える都市基盤及び交
通基盤の整備促進 

⑤「建設推進・高度な都
市運営」への新たな
展開 

・「持続可能社会のた
めの科学」の推進 

・産官学連携による新
産業の創出  等 

・国際化に向けた学研
都市の活動展開 

・国際化に向けた都市
環境の整備 

・良好な街並み及び都
市サービスの向上 

・学研都市における
「フィールドの多様な
展開」 等 

・都市基盤の整備促進、
未利用地の有効活用 

・交通基盤の整備促進 

・「関西全体で学研都
市を支え・推進する体
制」づくり 等 

主な取組 

『サード・ステージ・プラン』 概ね10年間における学研都市の取組の方向性を示すもの 



２ サード・ステージの到達点 ～ 人口 
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学研地区内人口は約９万人、都市合計では24.7万人に達している。 

2015年4月1日現在 

  学研地区    91,223人   

  周辺地区  155.584人 

  都市合計  246,807人 

段階的、継続的に宅地
造成が進められており人
口は着実に増加。今後
も人口増が見込まれる。 
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都市合計 

周辺地区 

学研地域 

（各年４月１日） 

18,976 

139,509 

158,485 

246,807 

155,584 

91,223 

平城・相楽 

精華・西木津 

田原 

木津 

南田辺・狛田 

（単位：人） 



２ サード・ステージの到達点 ～ 立地機関  
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大学・その他 

研究開発型産業施設 

研究施設 

研究者・職員等数 

59 

38 

30 

建
設
促
進
法 

推
進
機
構
設
立 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

大手研究機関が 

次々に立地 

注）グラフは年度末の施設数 

研究開発型産業施
設の立地が始まる 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

新
産
業
創
出
交
流
セ
ン
タ
ー
設
立 

2015年5月末現在 

計127施設 研究者・職員等数 7,588人 立
地
施
設
数 

研
究
者
等 



 1) 文化学術研究機能の向上 

 2) 新産業の創出 

 3) 情報発信の強化によるブランド化 

 4) 都市機能の向上 

３ ３つの視点から見た評価    

5 

① 学研都市の総合力の強化 

総合力 サード・ステージにおける到達点 
サード・ステージにおける 

取組事例 

1) 文化学
術研究機
能の向上 

けいはんなの分野を広げる新たな研
究機関等の立地・整備が進んだ 

研究開発型産業施設の立地が進ん
だ 

国際的研究開発拠点として、多様な
分野で際立った研究成果が得られた 

文化拠点の高度化は一定程度進ん
だ 

• 京大付属農場、京都府立大精華
ｷｬﾝﾊﾟｽ、大阪電通大、国会図書
館関西館第二期推進、KICK等 
 

• ﾊﾞｲｵ大手企業、ｵﾝﾘｰﾜﾝ技術を持
つ企業、ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業等 
 

• 環境、情報通信、環境、ﾛﾎﾞｯﾄ、物
質・光量子等の分野で研究成果 
 

• 平城宮跡の保存整備 

2) 新産業
の創出 

産学官連携による新産業創出に取り
組み、様々な実証事業等を展開した 

集積のメリットを活かした新産業創出
の成果や仕組みは十分とは言い難
い 

• 立地機関等による各種国プロジェ
クトの推進 

• 各種実証事業の推進 
• （次世代ｴﾈﾙｷﾞｰ・社会ｼｽﾃﾑ実証

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、ﾛﾎﾞｯﾄ分野等） 
• 各種研究会等の取組 



≪参考≫産学官連携した研究開発の取組の例（主に推進機構が関与したもの） 

6 凡例：       は国費導入 

  

      
植
物
・バ
イ
オ 

 
 

 
 

 

京都府立大 

京大付属農場の進出 

    産学公連携研究拠点 

    次世代植物工場 

メ
デ
ィ
カ
ル
・ヘ
ル
ス
ケ
ア 

超小型粒子線治療器開発 

ﾍﾙｽｹｱｸﾗｽﾀー構築   

基礎研究 

けいはんな 
エコシティ 

 
 

環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー 

 
 

 
 

 

知ｸﾗ     
H14～
H18 

広域基本計画による
産業集積活性化 

～H18  Ｈ19 Ｈ20  Ｈ21  Ｈ22 Ｈ23  Ｈ24  Ｈ25 Ｈ26   Ｈ27 Ｈ28～ 

H19 地域科学技術振興 
H20～H22 都市エリア事業 

研究開発 

  ●H23/4 けいはんな学研都市ﾍﾙｽｹｱｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ推進協議会 

    ●H23/8 「国際競争力強化地域」に選定等 

次世代戦略
推進事業 

         ● 
     H21/12  
      けいはんな 
       エコシティ 
      推進プラン 

 

    ●H23/2けいはんなエコシティ推進会議 
●H22/4 実証地域に選定 ●H25/12  けいはんなe2未来 
                           都市創造プラン 
   

マイクロEV アグリバイオ 
組込みソフト 人材養成等 

整備 

整備 

地域イノベーション戦略支援プログラム 
“無意識生体観測＆検査による 
ヘルスケアシステムの開発” 

H23～H27 

  次世代エネルギー・ 
社会システム実証プロジェクト 

H22～H26 

● H22/3 けいはんな地域広域基本計画                   

● H26 新計画策定               

● H24/7 移転について 
基本協定締結              

●H24年度補正予算 

 J-KARENレーザー実験の高度化に１２億円 

 



３ ３つの視点から見た評価    
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① 学研都市の総合力の強化 

総合力 サード・ステージにおける到達点 
サード・ステージにおける 

取組事例 

3) 情報発
信の強化
によるブラ
ンドの確立 

国内外での情報発信に取り組み、一
定の成果があった 

学研都市の知名度は高いとは言い
難い 

• 国際会議（ｽﾏｰﾄｼﾃｨｴｷｽﾎﾟ等）の
開催 

• 海外及び首都圏の展示会等への
出展  

4) 都市機
能の向上 

各クラスターでの商業・サービス施設
等の整備が進み研究者、住民の利
便性が一定程度向上 

外国人研究者向け教育、滞在環境な
ど国際化に向けた環境整備が進んだ 

外国人研究者の受け入れ態勢が十
分とは言い難い 

都市基盤の整備が進んだ 

未整備クラスターの整備や交通アク
セス向上等の課題が残されている 

• 商業施設：ｲｵﾝﾓｰﾙ奈良登美ヶ丘、
ｲｵﾝﾓｰﾙ高の原、せいかｶﾞｰﾃﾞﾝｼ
ﾃｨ、ｶﾞｰﾃﾞﾝﾓｰﾙ木津川等 

• 医療施設：学研都市病院 
 

• 同志社国際学院の開校 
• 外国人研究者の家族の滞在施設

確保（大学施設、UR住宅等） 
 

 

 

• 都市基盤整備⇒次図 

 
 



≪参考≫都市基盤整備の進捗 （主なもの）    
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国道163号（学研都市連
絡道路）の整備進捗 

木津中央地区土地
区画整理事業完了 

三山木地区特定土地
区画整理事業の進捗 

狛田駅東地区特定土地
区画整理事業の進捗 

鉄 道 

面整備 

道 路 

凡例 

近鉄けいはんな線の
延伸（H18.3開業） 

新名神高速道路事業中 

第二京阪道路の全線開通 

国道168号壱分
バイパスの完成 

大和中央道の整備進捗 

山手幹線の整備進捗 



 1)広域的な交流連携 

 2)多様な交流機会を創出 

３ ３つの視点から見た評価    

② 交流連携を通じた都市の一体性の確立 

一体性 サード・ステージにおける到達点 
サード・ステージにおける 

取組事例 

1) 広域的
な交流連
携 

特区指定など関西の広域的取組が
進んだ 

拠点間の連携は十分とは言い難い 

海外サイエンスパークとの交流や研
究・ビジネスの国際交流が行われた 

国際交流の本格的な活動に至って
いるとは言い難い 

• 関西イノベーション国際戦略総合
特区、国家戦略特区（関西圏） 

• ナレッジキャピタル等との連携 
 
 
• 中国、台湾のサイエンスシティと交

流協定締結 
• 日台環境ビジネス合同会議開催な

どのビジネス交流 

2) 多様な
交流機会
を創出 

学研都市の資源を活かした多様な
交流活動が展開された 

• 研究者、市民、ＮＰＯ、子ども、
横断的な交流 

• けいはんな情報通信フェア、立地
機関によるオープンハウス等 

• 高山サイエンスタウンフェスティバ
ル等 

• 若手研究者交流会、市民公開講座 
• けいはんなプラザの各種ｲﾍﾞﾝﾄ等 
• 農のまちづくり、里山保全の取組 
• 科学のまちのこどもたちﾌ゚ﾛｼ゙ｪｸﾄ⇒けい

はんな科学ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝ推進ﾈｯﾄﾜー ｸ 
• ゲーテの会(高等研） 

9 



 1)  「関西全体で学研都市を支え・推
進する体制」づくり 

 2) 「学研都市を一体化した新たな運

営組織」づくり 

 3)  学研都市全体の「産学官連携組
織」の構築 

３ ３つの視点から見た評価    

③ 高度な都市運営に重点をおいた取組 

都市運営 サード・ステージにおける到達点 
サード・ステージにおける 

取組事例 

1) 「関西全体で学
研都市を支え・推
進する体制」づくり 

関西の有識者会議に向けた
学術委員会を開催した 

学研都市を関西全体で支える
体制づくりに至っているとは言
い難い 

• 学術委員会(H1～21） 

 

2) 「学研都市を一
体化した新たな運
営組織」づくり 

協議会等の組織により3府県8
市町にまたがる横断的な活動
を推進した 

学研都市全体の統一的で強
力な運営体制づくり至っている
とは言い難い 

• けいはんな学研都市活性化促
進協議会 

•  けいはんな地域産業活性化協
議会 

• 関西文化学術研究都市サード・
ステージ推進会議 

3) 学研都市全体の
「産学官連携組
織」の構築 

他の研究機関等との連携強
化、運営組織の充実等による
学研都市全体の産学官連携
組織の構築に至っているとは
言い難い 
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４ サード・ステージ全体を通じた評価    

11 

サード・ステージの主な成果 
着実な開発・基盤整備の進展 

人口の増加 

研究施設、研究開発型産業施設の着実
な増加による多様性・厚みの向上 

住民が参加する多様な実証事業の推進 

特区等を通じたオール関西の一体的な
戦略推進に貢献 

多様な交流の展開 

 

 

 

 

 

長期的な視点での 
課題認識 

多様な施設立地を踏まえたイ
ノベーションの一層の推進 

学研都市の一体性の向上や
関西における役割の強化に資
する都市形成の推進 

科学技術と住民生活・文化の
融合 

 イノベーションの推進や都市
形成を支える「高度な都市運
営」のための仕組みの構築 

十分に達成できなかった主な点 
集積のメリットを活かした新産業創出の
成果や仕組みの構築 

交通アクセスの向上 

都市運営の統一的で強力な推進体制の
構築 
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（参考）サード・ステージ・プランの策定、推進に関する主な経緯 

年度 総会 委員会 備考 

Ｈ18 11月 第1回総会 12月 第１回基本政策委員会 
2月 第2回基本政策委員会 
3月 第1回推進企画会議 

11月 「サード・ステージ推進会議」設立 

Ｈ19 9月 第2回総会 8月 第3回基本政策委員会 
1月 第4回基本政策委員会 
3月 第2回推進企画会議 

4月 「基本方針」の変更（第3回） 

Ｈ20 
  

4月 第3回総会 8月 京都府「建設計画」変更 
3月 奈良県「建設計画」変更 

Ｈ21 12月 第4回総会   7月 大阪府「建設計画」変更 

Ｈ22 10月 第5回総会 6月 第1回推進委員会 
10月 第2回推進委員会 

7月 「次世代エネルギー・社会システ
ム実証地域」 指定 

Ｈ23 7月 第6回総会 7月 第3回推進委員会 12月 「関西イノベーション国際戦略総
合特区」シテイ 

Ｈ24 7月 第7回総会 10月 第4回推進委員会   

Ｈ25 7月 第8回総会 7月 第5回推進委員会 5月 京都府「建設計画」変更  

Ｈ26   2月 第6回推進委員会 6月 奈良県「建設計画」変更 

年度 事項 

Ｈ16 9月 関西文化学術研究都市の明日を考える懇談会を設置 
3月 上記懇談会が、提言「関西文化学術研究都市の明日に向けて」を取り纏め 

Ｈ17 8月 関西文化学術研究都市サード・ステージ・プラン策定委員会を設置 
3月 上記委員会が、サード・ステージ・プランを策定 

策定 

推進 

関西文化学術研究都市の
明日を考える懇談会 

関西文化学術研究都市
サード・ステージ・プラン策
定委員会 

関西文化学術研究都市
サード・ステージ推進会議 

総会 

推進委員会 


